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つなぐ願い
̶第７回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレーを終えて̶

子どもの虹情報研修センター
増　沢　　高

１．台風の大量発生

今年の秋は例年になく多くの台風が発生しまし

た。今年の夏は暑く、上昇した太平洋の海水温度が

なかなか下がらないことが直接の原因のようでし

た。10月になっても台風が毎週のように発生し、日

本に上陸、接近しては数々の傷跡を残しました。今

年の台風は数だけでなくその規模も大きく、大きな

傷跡を残しました。特に伊豆大島の台風による土砂

災害は甚大な被害をもたらしました。亡くなられた

方へのご冥福と、大島町の少しでも早い復興をお祈

りいたします。

心配したのはその直後にも２つもの台風がほぼ同

時に発生したことです。互いに影響をもたらしなが

ら日本に接近する恐れが報じられ、日本中がその動

向に注目し、台風の接近に備えました。それは私た

ちの第７回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリ

レー開催の１週間前のことでした。

当初の予報では、週末にかけて接近、日曜日は晴

れとの予報でしたが、月曜日には雨の予報と変わり

ました。台風の遅い動きが予報を変えたのです。さ

すがに今年は初めての中止を覚悟しました。多くの

イベントが週末を待たずに中止を宣言し始めまし

た。たすきリレーは、正直これまでもあまり天気に

恵まれてはいませんでした。イベント当日の台風の

直撃予報は前々回にもあったことで、またかという

思いでした。ただ、こうした悪天候を経験したおか

げで雨天時の連絡網がきっちりと整備されていまし

た。当日の早朝ぎりぎりに実施の判断をし、連絡を

回すこととしました。

半ばあきらめかけ週末を迎えようとしていまし

た。ところが台風が北上し偏西風に乗ったとたんみ

るみるスピードを速め、土曜日の早朝に関東地方を

それるように通過した後は、ぐんぐんと離れていっ

たのです。土曜日の３時には雨も上がり、翌日の朝

は、雲一つないさわやかな秋晴れとなりました。

２．青空のもと、元気に駆けるランナーたち

今年も３つのコースでたすきが引き継がれまし

た。渋谷駅ハチ公前広場からの都心コース（全９区）、

神奈川県二宮町にある児童養護施設心泉学園からの

湘南コース（全７区）、鎌倉高徳院（鎌倉の大仏）

からと三浦市マホロバマインズからの鎌倉・三浦・

横須賀コース（全12区）です。三浦市のスタートは

当初の予定では城ケ島からだったのですが、台風の

影響が残ることを懸念し、三浦市マホロバマインズ

からとしました。

新しい中継所もできました。都心コースの第８中

継所にユースキン製薬（株）と鎌倉・三浦・横須賀

コースの第９中継所の磯子センターです。中継所に

は児童福祉施設、児童相談所、学校、病院、神社仏

閣、役所などと多彩ですが、セブンイレブンやユー

スキン製薬株式会社といった一般企業が協力してい

ただくことは、啓発活動にとって大きな力となりま

す。ユースキン製薬（株）では、ロビーを開放しハ

ンドマッサージを提供しながら子ども虐待防止を啓

発しました。

この３つのコースを各区十数名のたすきをつけた

ランナーが隊列を作り走行、ゴール会場である山下

公園に向けたすきをつないでいきます。たすきには、

「子どもに明るい未来を」と「STOP！子ども虐待」

の文字が刻まれています。また小山市や滋賀県から

受け継がれたたすきも一緒に身に着け、つないでい
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きます。さらに韓国からも児童虐待防止のたすきが

送られてきました。韓国でも11月が児童虐待防止の

啓発月間で、イエローリボンキャンペーンとして実

施されているそうです。今年の９月に大阪で行われ

たIFCO（里親世界大会）の際に韓国・慶尚南道社

会福祉士協会会長パク（朴）ソンウク氏（PARK 

SUNG-UK）にお会いしました。互いに児童虐待防

止の活動を行っていることを知り、私たちのたすき

をお渡ししたところ、韓国からもたすきを届けてく

ださったのです。もちろんこのたすきも一緒に身に

着け、つなぎました。

今年のランナー数は500名を超え、児童福祉関係

者から一般企業の方々まで多彩な顔ぶれが集まりま

した。毎年参加されるボクサーの元東洋チャンピオ

ン坂本さんや、昨年素晴らしい歌声で人々を会場に

惹きつけ、釘付けにしたシンガー・ソングライター

の庄野真代さんもこの中に加わり、元気に走られま

した。

３．充実のゴール会場

今回のイベントで力を入れた一つがゴール会場の

ブースの充実です。啓発のためには、多くの市民の

方々に来場していただく必要があります。そのため

にどうしたらよいか、実行委員会でずっと検討して

きたことでした。まず考えたことが、子どもにとっ

て魅力的な会場にしようということです。子ども虐

待防止は、子どもを育てる大人に伝えなくてはなら

ないことです。しかし、啓発活動の主役は子どもで

す。子ども達がたくさん来場できるよう会場の充実

に努めました。子どもの遊び場や工作など、子ども

が楽しく過ごせる場を増やしました。ゴール会場の

ブース数は全17ブースですが、その多くを子ども達

のためのものとしました。クロバー（株）提供の手

作りキットの数々、川口紀子先生（Bloom.N）によ

る樹脂粘土アート、セブンイレブン提供の絵本の読

み聞かせ、楽天生命保険（株）・未来のつばさ財団

提供の景品付き輪投げ、子どもセンター「てんぽ」

による紙芝居、NPO CROP.-MINORIによる懐かし

の子どもの遊び、横浜市主任児童委員連絡会の作っ

て遊ぶ風船ロケット、横浜市こども青少年局の

キャッピーと遊ぼうなど、多彩な内容となりました。

それぞれのブースが練りに練って考えたものばかり

です。またＮＫＫシームレス鋼管（株）のコーヒー

コーナー、中の丸上町内会の焼きそば、神奈川県に

よるみかんの提供や、ユースキン製薬（株）による

ハンドマッサージもあり、子どもも大人も楽しめる

会場になりました。ブースによっては長い行列ので

きるものもあり、終日人の流れが絶えませんでした。

また会場内ではキャッピーをはじめ、いくつもの

キャラクターが会場内を歩き回り、イベントを盛り

上げました。その中には練馬のイクメン戦士ネリ

マックスもいます。ネリマックスとは、東京都練馬

区を拠点とした、現役パパたちによる育児支援団体

である練馬イクメンパパプロジェクト（通称「ねり

パパ」）と共に地域交流の活性化を目指すヒーロー

戦士です（http://neripapa.jimdo.com/ ）。このイベ

ントのために練馬から駆けつけてくれました。ス

テージ上では、恒例となったプーカさんと成田圭さ

んのライブはもちろん、栗ちゃんと仲間たちのパン

トマイム、そして今年はみるとさんのオカリナ演奏

とイチゴパフェの親子コンサートが行われました。

親子コンサートでは横浜市立相武山小学校のダンス

チームが参加し、見事なダンスパフォーマンスを見

せてくれました。

イベントは午前11時からランナーがゴールする午

後３時半ごろまで行われましたが、終日大勢の人た

ちが来場され、今までにない盛り上がりでした。ま

た特に親子連れの家族が目立ちました。このことは

我々の目指していたところでもあり、とても嬉し

かったことの一つとなりました。

東日本大震災サポートプロジェクト・子ども達の

未来を祈る企画である「祈りの『Friendship』キルト」

の製作コーナーは今年も設置されました。２cm×

７ cm四方の布ピースにメッセージを書き込み、そ

れを１枚60cm×120cmの大きさのキルトに仕立て、

さらにそれらをつなげて16mほどの大たすきを作ろ

うという計画です。これは鎌倉の大仏に掛けられる

ほどの大きさを想定してのものです。夢の大計画で

す。５分の２ほど完成したところです。とても美し
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く、参加された皆さんの気持ちがこもっています。

今年の児童虐待防止推進月間では、厚生労働省の玄

関にこの未完のキルトが展示されました。

４．笑顔のゴール

ステージ上で成田圭さんのコンサートが終わりを

迎える頃、各コースのランナーたちが山下公園の西

口に終決しました。山下公園は海岸に沿って700メー

トルほど横に伸びた公園です。イベント会場はラン

ナーの集まった場所のちょうど反対側で、海岸に定

置した氷川丸とマリンタワーに挟まれた辺りとなり

ます。集結した３コースのランナーたちは総勢60名

ほどとなり、ゆっくりとイベント会場のゴールに向

かいます。カンガルーOYAMAが毎年行っているオ

レンジリボンを貼り合わせて作る大きなオレンジリ

ボンオブジェも完成し、掲げられました。20メート

ルほどに張られたオレンジ色のゴールテープがラン

ナーを待ちます。

そして、ゴール！

ゴールを切ったランナーは今年も皆笑顔でした。

会場で迎えた人たちも笑顔です。たくさんの笑顔は

それだけで感動です。各コースの代表ランナーに小

林美智子大会会長から完走賞が渡された後、私たち

のたたすきは次の週に開催が予定されている岐阜県

たすきリレーの長繩実行委員長に手渡されました。

小山市のたすき、滋賀県のたすき、そして韓国のた

すきももちろん一緒にです。たすきリレーを実施す

る地域も増え、たすきはこの後岐阜県から山口県、

そして今年から新たに行われることとなった高知県

と宮崎県にもつながっていきます。さらには韓国の

虐待防止のキャンペーンにも我々の活動が紹介さ

れ、たすきが披露されるそうです。たすきの懸け橋

は確実に広がっていることを実感します。

５．ホームページの充実

今年もう一つ力を入れたことがあります。それは

ホームページです。これまでもホームページはあっ

たのですが、より多くの情報を発信する拠点として

充実を図りました。

今年の春、世界的な活躍をされてきた、ある女性

とお話をする機会に恵まれました。途上国の開発支

援や、女性の人権と子育ての現状の改善を願い発信

されている方です。私たち数名のスタッフと２時間

ほどの会談だったのですが、日本の児童虐待現状と

課題についてお話をし、意見を交わしました。その

中 で、 啓 発 活 動 に はSNS（Social Networking 

Service）が非常に有効と、様々な例を取り上げ話

されました。実を言うと私をはじめ、実行委員の多

くはSNSとかフェイスブックとか言われてもピンと

こず、ガラパゴス携帯で十分と考えがちだったので、

自分たちの無知さに少しばかり恥ずかしい思いがし

ました。実行委員会のメンバーの多くが、知らない

人たちとつながるよりもリアルに出会い話をする人

間関係を好む、宴会大好きな人間たちの集まりでも

あり、そうした情報化に抵抗感があるのも事実でし

た。ですから実際に皆で走り、汗をかき、走り終え

た感動を分かち合いながら、共に虐待の防止と子ど

もの明るい未来を願うというたすきリレーのコンセ

プトが好きなのです。しかしどれほどの啓発の効果

がこのイベントにあるかと問われると、確かに首を

傾けざるを得ません。そこでホームページを充実さ

せ、そこにフェイスブックを組み込み、随時発信し

て双方向でのやり取りを拡大させることに、まずは

取り組んでみようということになりました。

それ以降、実行副委員長の佐々木さんが９月には

ホームページを刷新。情報も濃くなりました。フェ

イスブックも組み込みました。ただ問題は、組み込

んだものの投稿する委員は少なく、「いいね」のク

リックがほとんどない状態が続きました。フェイス

ブックの得意な委員が他の委員を口説いたり、教え

たり、教科書を買い与えたりしながら、少しずつフェ

イスブックへの参加者が増えていきました。すると

面白いことに、それぞれの友人づてに広がるので

しょう、みるみる閲覧者が増えていきました。しか

も知り合いからの情報なので、随分と興味を持って

みていただけるのです。「なるほど、こういうこと

なのか」と実感しました。同時に興味を持ってもら

える質の高い情報を届けたいという気持ちも湧いて
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きました。これを執筆している現在、ホームページ

への「いいね」は191です。まだとてもちっぽけな

数字ですが、この数がどれだけ増えていくのか楽し

みです。

子ども虐待はマイナーな一部の特殊な問題として

扱われがちです。家庭で暮らすことが難しくなって

施設や里親宅で暮らす子ども達は約４万５千人で

す。これは日本の全児童人口の0.2％にすぎません。

ゆえに悲惨な虐待事件があるときは騒がれても、す

ぐに忘れ去られ、社会全体の問題としてなかなか共

有されにくくあります。そう考えると「いいね」の

191はこの問題に対する社会の関心度の実際のとこ

ろなのでしょう。オレンジリボンの周知がなかなか

広がらないことをみてもそういうことなのだと思い

ます。ただ逆に発信し続けなくてはならないという

使命感を抱くようになりました。191からが始まり

なのだと自覚し、委員の心はもう来年に向かってい

ます。
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ブンイレブン横浜片吹店、横浜市中央児童相談所、伊勢佐木町１・２丁目地区商店街振興組合、協同組合伊勢佐木町商店街、



■ 小論・エッセイ ■

92

城ケ島観光協会、ホテルマホロバマインズ三浦、久里浜商店会協同組合、team黒船、幸保愛児園、金沢区民生・児童委員、
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ンターてんぽ、ユースキン製薬（株）、エヌケーケーシームレス鋼管（株）、中の丸上町内会、栗原さんをはじめとするパ

ントマイマーの皆様、原宿ライブハウス・ジェットロボット、成田圭さん、坂本博之さん、プーカ（土田聡子・川北愛子）

さん、みるとさん、イチゴパフェさん、総合司会の島田薫さんと永井美佐江さん、横浜市立相武山小学校、東京都社会福

祉協議会児童部会従事者会、鎌倉市役所、横須賀市役所、鎌倉女子大学・鎌倉女子大学短期大学部・関東学院大学・白梅

学園大学・明治大学など学生の皆さま、港南区社会福祉協議会、戸塚区民生・児童委員、楽天生命保険（株）・未来のつ

ばさ財団、NPO法人国境なき楽団、Bloom. N、日清アソシエイツ（株）、またご寄付をいただいた方々その他このイベント

にご支援ご協力をいただいた方々に深く感謝いたします。

それから、４年目となった渋谷区２箇所（渋谷ハチ公前の「青ガエル」・渋谷マークシティ４F「クリエーションスクエ

アしぶや」）においての啓発キャンペーン活動に際して、渋谷区商工課、渋谷区観光協会の方々にご協力いただきました。

ありがとうございました。

そして、一昨年から始まった新プロジェクト「祈りの『Friendship』キルト」の製作では、キルト作家若山雅子さんをア

ドバイザーに、勝山泰江さん、荒井美夏さんとその仲間たちにご尽力いただきました。心より感謝申し上げます。



１．全コース図

第７回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー2013　資料

都心コース
渋谷駅ハチ公前広場

湘南コース
児童養護施設心泉学園（二宮町）

鎌倉・三浦・横須賀コース
鎌倉高徳院（鎌倉大仏）

食育マスコット「かなふぅ」
（三浦市）

太鼓演奏
（横須賀中央駅前広場）

ガラスのうさぎ
（二宮駅前）

東京タワー中継所

特別三浦コース（三浦市）
マホロバマインズ

＊当日は台風の影響で2区スタート

■ 小論・エッセイ ■
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２． ランナーの職種と人数

「翼をください」
の大合唱！

みんなで
ゴール！

当日、各コースの様子は、ゴール会場の
山下公園に実況中継で紹介されました！

鎌倉・三浦・横須賀コース湘南コース都心コース

■ 小論・エッセイ ■
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職種 都心 湘南 鎌三横 合計
児童福祉施設 49 39 37 125
児童相談所 71 5 12 88

グループホーム・里親 1 1
子ども家庭支援センター 1 1

福祉一般 1 11 6 18
教育 24 11 35
行政 5 14 70 89
医療 1 1
企業 58 3 30 91
学生 11 1 4 16
その他 6 5 34 45
合計 202 103 205 510

　※複数区を走行したランナーはそれぞれ１名としてカウントしました　　　総ランナー数
510名！



３． 各区のたすきリレーの行程と人数

■ 小論・エッセイ ■
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（１）都心コース　　（全ランナー数　202人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（４km） 渋谷駅ハチ公前広場 9：30 日本子ども家庭総合研究所 20人

第２区（３km） 日本子ども家庭総合研究所 10：15 東京タワー 20人

第３区（３km） 東京タワー 10：50 泉岳寺 34人

第４区（2.5km） 泉岳寺 11：20 品川児童相談所 22人

第５区（4.3km） 品川児童相談所 11：40 大田区大森スポーツセンター 13人

第６区（7.2km） 大田区大森スポーツセンター 12：15 ユースキン製薬（株） 15人

第７区（３km） ユースキン製薬（株） 13：15 鶴見区役所 30人

第８区（4.8km） 鶴見区役所 13：40 セブンイレブン横浜浦島町店 20人

第９区（６km） セブンイレブン横浜浦島町店 14：20 山下公園 28人

（２）湘南コース　　（全ランナー数　103人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（5.7km） 心泉学園 9：00 エリザベスサンダースホーム 29人

第２区（8.3km） エリザベスサンダースホーム 9：50 セブンイレブンサザンビーチ店 12人

第３区（3.6km） セブンイレブンサザンビーチ店 11：10 茅ヶ崎ファーム 3人

第４区（６km） 茅ヶ崎ファーム 11：40 遊行寺 7人

第５区（５km） 遊行寺 12：20 西横浜国際総合病院 14人

第６区（7.5km） 西横浜国際総合病院 13：00 永野小学校 16人

第７区（11.5km） 永野小学校 13：50 山下公園 22人

（３）鎌倉・三浦・横須賀コース　　（全ランナー数　205人）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

第１区（3.6km） 高徳院（鎌倉大仏） 8：30 鶴岡八幡宮 22人

第２区（５km） 鶴岡八幡宮 9：00 逗子市役所 20人

第３区（４km） 逗子市役所 9：40 森戸神社 16人

第４区（6.7km） 森戸神社 10：15 木古庭児童館 17人

第５区（4.6km） 木古庭児童館 11：05 横須賀中央駅前広場 18人

第６区（７km） 横須賀中央駅前広場 11：40 サンビーチ追浜 11人

第７区（4.2km） サンビーチ追浜 12：35 セブンイレブン横浜片吹店 18人

第８区（7.5km） セブンイレブン横浜片吹店 13：10 磯子センター前 13人

第９区（4.1km） 磯子センター前 14：10 横浜市中央児童相談所 23人

第10区（3.8km） 横浜市中央児童相談所 14：45 山下公園 21人

特別三浦コース（三浦第１区は台風の影響で中止）
行　　　程 スタート地点 時　間 ゴール地点 人　数

三浦第２区（7.8km） マホロバマインズ三浦 9：35 京急久里浜駅前商店街 15人

三浦第３区（7.5km） 京急久里浜駅前商店街 10：40 横須賀中央駅前広場 12人



４． 山下公園でのブース・イベント
☆イベントのタイムスケジュール

資生堂社会福祉事業財団の皆さん神奈川県　ミカンの配布祈りのFriendshipキルト母子生活支援施設協議会・
神奈川県保険医協会

横浜市子ども青少年局ボランティアの皆さんとネリマックス

横浜市立相武山小学校の皆さん

子どもたちとキャッピーくん

栗ちゃんと仲間たち成田圭さんイチゴパフェさん

オカリナ奏者　みるとさんプーカさん

MC島田薫さん＆永井美佐江さん

■ 小論・エッセイ ■

96

時　間 内　　容

11：00 横浜市立相武山小学校 ダンスパフォーマンス

11：30 プーカ　ライブ

12：00 みると　オカリナ演奏

12：30 プレゼントコーナー

13：00 イチゴパフェ　親子コンサート

14：00 栗ちゃんと仲間たちのパフォーマンス

14：30 プレゼントコーナー

15：00 成田 圭さん　ライブ♪

15：30 ゴールセレモニー！！！



☆ブースの内容と主催者

CROP.-MINORI 昔の遊びセブンイレブンの皆さん全国児童家庭支援センター協議会港南区民生委員の皆さん

NKKシームレス鋼管の皆さん川口先生　親子ハンドメイトカンガルーOYAMAの皆さんユースキン製薬  ハンドマッサージ

クロバー　親子で手作りてんぽ　紙芝居ブース中の丸町内会の皆さん楽天生命の皆さん

■ 小論・エッセイ ■
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ブ ー ス 内 容 提     供
子ども虐待防止神奈川キャンペーン
―啓発グッズとみかん配布 神奈川県

オレンジリボンをあなたの胸に
―オレンジリボンオブジェ制作

NPO
カンガルーOYAMA

STOP!児童虐待よこはまキャン
ペーン―キャッピーとあそぼう！ 横浜市こども青少年局

綿あめの無料配布
―作って遊ぼう風船ロケット

横浜市主任児童委員
連絡会

ハンドマッサージ ユースキン製薬（株）

懐かしの子どもの遊び
―ドルフィンセラピーの紹介

NPO 
CROP.-MINORI

紙芝居 NPO
子どもセンターてんぽ

景品付き輪投げ
―子どもたちの未来を育む

楽天生命保険（株）
未来のつばさ財団

絵本の読み聞かせ （株）セブンイレブン
ジャパン

ブ ー ス 内 容 提     供

Coff ee breakコーナーで一休み エヌケーケー
シームレス鋼管(株)

焼きそばをどうぞ 中の丸上町内会

虐待防止キャンペーン
―啓発グッズの配布 神奈川県保険医協会

虐待防止キャンペーン
―パネル展示

神奈川県母子生活
支援施設協議会

親子でハンドメイド クロバー株式会社

親子ハンドメイド
―樹脂粘土アート＆クラフト

Bloom.N　
川口紀子先生

祈りのフレンドシップキルト
―震災復興サポートプロジェクト

オレンジリボンたすき
リレー実行委員会

子どもの未来のために （公財）資生堂
社会福祉事業財団

オレンジリボン
啓発キャンペーン

全国児童家庭支援
センター協議会

実行委員会本部



５． 祈りのFriendshipキルト製作プロジェクト

厚生労働省の玄関にも
飾られました！

Goal会場・鎌倉高徳院にブースを設けました！

東日本大震災の復興サポートとして、
祈りのFriendshipキルト製作を開設しました。

このプロジェクトは、鎌倉の大仏様に
かける位の大きなたすきを（16ｍ～17ｍ）
キルト仕立てで作ろう！というものです。

復興への祈り、子どもたちに明るい未来を願う
メッセージを、たくさんの皆さんに
書いていただきました。

オレンジリボンカフェも
開設しました

横浜・大倉山にある街カフェミエルで、
勝山さん、荒井さんを中心に、
月１回キルトのたすき作りに励んでいます。

尚、2会場で行った3年目の募金は、10,119円集まりました。この寄付金は、福島県社会福祉
協議会を通じて被災地の子どもたちへ届けられます。皆様のご協力に感謝いたします。

横浜・山下公園Goal会場横

■ 小論・エッセイ ■
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